
の
古
い
時
代
に
於
け
る
形
容
詞
カ
リ
活
用
並
び
に
ズ
の
補
助
活
用
ザ

リ
の
存
在
は
認
め
難
い
の
で
あ
る
か
ら
、
高
葉
集
の
い
か
な
る
歌
を

も
カ
リ
活
用
で
訓
む
乙
と
は
、
少
な
く
と
も
、
寓
葉
一
・
二
期
の
人

麿
作
歌
及
び
人
麿
歌
集
歌
を
カ
リ
活
用
で
訓
む
乙
と
は
、
語
法
上

許
容
出
来
な
い
難
点
が
あ
る
。
従
っ
て
、
人
麿
時
代
に
属
す
る
よ
、
つ

な
古
い
歌
を
カ
リ
活
用
で
訓
む
と
と
は
避
け
る
の
が
穏
当
で
あ
り
、

「
可
奈
之
久
安
息
家
牟
」
ハ
二
十
・
四
三
三
三
）
「
古
非
之
久
安
流

俗
之
」
ハ
二
十
・
問
問

O
八
〉
「
阿
良
波
左
受
安
利
吉
」
（
五
・
八

五
問
）
な
ど
の
例
を
見
℃
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
寓
葉
人
は
と
れ
ら

八
音
旬
も
決
し
て
破
調
と
は
意
識
し
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
カ
リ

活
用
の
認
め
難
い
時
代
の
歌
は
、
た
と
え
字
余
り
句
と
な
っ
て
も
、

敢
て
未
融
合
形
「

l
l
ク
ア
リ
」
「
｜
｜
ズ
ア

p
」
の
形
で
施
訓
す

べ
き
も
の
と
思
う
の
で
あ
る
。

〔註
2
U

no 
ヮ“P
 

春
日
政
治
博
士
『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の

qhM 
に
UPA
 

〔註
1
〕
『
国
語
学
辞
典
』
形
容
詞
の
項

国
語
学
的
研
変
」

〔註
8

，

a品
z

n

0

4
4
1
i
R
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1
4噌
i

p
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亀
井
孝
氏
「
憶
良
の
貧
窮
問
答
歌
の
訓
ふ
た
つ
」
（
『
寓

葉
」
第
四
号
）

註
8
に
同
じ

註
2
の

〔註
4
〕

〔註
5
〕

〔註
6
〕

〔註
7
〕

〔註
8
〕

〔註
9
〕

〔
註
叩
〕

註
3
に
同
じ

佐
竹
昭
広
氏
「
短
歌
字
飴
考
」
（
「
文
学
」
第
十
四
巻
五

円

d

良
u

m
t
m）
 

号門
前
E
彦
氏
「
「
聞
き
ま
が
は
さ
る
』
か
『
聞
き
ま
が

は
ざ
る
』
か
」
（
「
国
語
国
文
』
第
二
十
五
巻
十
二
号

。。
d
斗
A

H
t
m〉

門
前
正
彦
氏
「
漢
文
訓
読
史
上
の
一
問
題
｜
｜
打
消
助

動
詞
の
連
休
形
に
つ
い
て

l
l」
ハ
「
訓
点
諾
と
訓
点
資

料
』
第
八
輯
〉

註
9
に
同
じ

一11ー

「
今
昔
物
語
集
の
文
体
と
一
語
法
」

l
i
「
：
：
：
ク
シ
テ
」
「
：
：
：
ク
テ
L

・
打
消
の

助
動
詞
連
体
形
・
「
如
ク
也
」
「
如
キ
也
」

「
如
シ
也
」
左
め
ぐ
っ
て
｜
｜

福

山

布

威

今
昔
物
語
の
文
章
に
漢
文
訓
読
体
D
も
の
と
、
仮
名
文
の
系
統
を



ひ
く
和
文
体
の
も
の
と
の
二
種
類
が
存
在
す
る
と
と
は
周
く
知
ら
れ

て
い
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
両
文
体
D
交
錯
が
認
め
ら

れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
大
体
巻
一
か
ら
巻
二
十
ま
で
白
文
章
は
漢
文

訓
読
体
で
あ
り
、
巻
廿
こ
か
ら
巻
淵
一
ま
で
の
文
章
は
和
文
的
で
あ

る
と
い
う
こ
と
も
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
研
究
さ
れ
述
ぺ
ら
れ
て
来
た

門
註
】
ぱ

の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
文
休
論
は
、
今
昔
物
語
の
語
法
そ
の
他
ぞ
論
ず
る

上
に
も
根
本
的
問
題
だ
左
思
わ
れ
る
。
故
に
、
先
ず
形
容
詞
連
用
形

に
「
シ
テ
」
及
び
「
テ
」
が
接
続
し
た
「
：
：
：
ク
シ
テ
」
「
・
：
：
・
ク

テ
」
の
各
巻
に
於
け
る
分
布
駅
態
並
び
に
打
消
の
助
動
詞
連
体
形

円
註

2
v

「
ヌ
」
「
ザ
ル
」
の
使
用
頻
度
を
調
査
す
る
事
に
よ
っ
て
、
従
来
白

文
体
論
に
な
お
明
確
さ
を
与
え
、
そ
れ
に
立
脚
し
て
、
今
昔
物
語
の

特
異
な
語
法
だ
と
一
五
わ
れ
る
。
所
謂
比
況
の
助
動
詞
「
如
シ
」
の
ヴ

ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
（
し
か
し
、
と
と
で
は

紙
面
に
制
限
が
あ
る
た
め
‘
文
体
論
を
省
き
、
最
後
の
段
階
で
あ
る

「
如
シ
」
の
特
例
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
に
す
る
。
）

一一、

今
昔
物
語
に
於
け
る
「
如
シ
」
に
は
異
様
な
活
用
が
あ
っ
て
、
従

来
注
目
を
あ
び
て
来
た
と
と
る
の
も
の
で
あ
る
。
即
ち
「
如
キ
」
が
連

用
法
と
し
て
用
い
ら
れ
、
「
如
ク
」
が
体
言
に
続
き
、
「
如
ク
也
」

「
如
キ
也
L

「
如
シ
也
」
の
三
様
式
ま
で
あ
る
な
左
特
殊
な
例
が
存

ず
る
の
で
あ
る
。

就
中
私
が
興
味
深
く
思
っ
た
の
は
、
格
止
の
形
に
「
如
ク
也
」

「
如
キ
也
」
「
如
シ
也
」
の
三
様
が
あ
る
と
い
う
と
と
で
あ
る
。
そ

乙
で
、

（

1
）
 

「
ゴ
ト
ク
ア
リ
」
は
漢
文
訓
読
用
語
と
し
て
存
す
る
が
、
そ

の
融
合
し
た
「
ゴ
ト
カ
リ
」
と
い
う
形
が
皆
無
で
あ
る
。
今

昔
物
語
に
於
け
る
「
如
ク
也
」
は
「
ゴ
ト
ク
ナ
リ
」
と
訓
ん

で
、
国
文
一
般
に
用
い
ら
れ
た
「
如
シ
」
の
補
助
活
用
と
見

る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

「
如
キ
也
」
は
「
ゴ
ト
キ
ナ

p
」
と
訓
む
と
と
勿
論
可
能
で

あ
る
が
、
古
い
訓
法
に
従
っ
て
「
ゴ
ト
キ
ゾ
」
と
訓
む
こ
と

は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
如
シ
也
」
の
「
也
」
字
を
不
読
の
助
字
と
考
え
る
乙
と
が

可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

と
い
う
三
つ
の
推
論
の
も
と
に
一
応
の
説
明
を
つ
け
た
く
思
っ
た
の

で
あ
る
。
止
と
ろ
が
、
幸
か
不
幸
か
先
般
同
じ
目
的
で
童
日
か
れ
た
奉

日
和
男
氏
の
「
ゴ
ト
シ
と
い
ふ
語
の
形
態
と
位
相
｜
｜
今
昔
物
詩
集

円註
3
）

の
用
例
二
コ
一
｜
｜
」
と
い
う
論
文
が
発
表
さ
れ
て
、
乙
の
三
様
の
説

明
も
ほ
ど
落
着
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
前
掲
（
2
）
（
3
）
の

見
解
は
氏
の
見
解
と
い
さ
L
か
昇
、
に
す
る
点
も
あ
る
の
で
、
氏
の
論

争
参
考
に
さ
ぜ
て
い
た
ど
き
な
が
ら
私
の
推
論
を
進
め
て
み
た
く
思

う
白
で
あ
る
。
但
し
、
本
文
の
得
ら
れ
た
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で
天
竺

部
及
び
巻
十
一
か
ら
念
品
川
一
ま
で
の
本
朝
部
の
用
例
に
よ
っ
て
考
え

を
進
め
て
行
く
と
と
に
す
る
。

（

2
〉

-12ー

（

3
）
 



ハ
1
）

「
如
ク
ナ
リ
」
と
い
う
語
は
、
早
く
か
ら
和
文
艇
に
浸
透
し
て
国

文
一
般
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
「
如
シ
」
の
補
助
活
用
を
な

す
と
い
う
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
、
今
昔
物
語
の
「
如
ク
也
」
も
そ

の
例
に
も
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
と
れ
に
対
し
て
、
漢
文
訓
読
用
語

と
し
て
「
如
ク
ア
リ
」
が
あ
っ
て
、
「
如
カ
リ
」
の
潜
在
形
と
考
え

ら
れ
る
が
、
ず
っ
と
後
世
白
俗
語
を
除
い
て
は
、
決
し
℃
融
合
し
な

い
と
い
う
こ
と
も
広
く
言
わ
れ
て
き
て
い
る
。

（註
4
】

「
如
ク
ナ
リ
」
に
つ
い
て
、
松
尾
捨
治
郎
博
士
は
「
如
ク
・
ナ

リ
」
だ
と
見
て
、
乙
の
「
如
ク
」
は
連
休
形
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ

る
と
言
い
、
今
昔
物
語
に
於
い
て
「
如
ク
」
が
体
言
に
連
な
り
、

「
如
キ
」
が
用
言
に
続
く
と
い
う
異
例
を
あ
げ
て
、
形
容
詞
動
詞
同

源
説
か
ら
、
こ
の
「
如
シ
」
も
、

四
段
活
に
用
ゐ
た
り
叉
形
容
詞
の
様
に
使
っ
た
り
し
て
一
定
し

て
居
な
い
の
が
此
の
語
の
活
用
発
生
初
期
白
欣
態
で
あ
っ
た
。

即
ち
連
用
形
蜘
剖
連
休
形
州
引
な
ど
は
阿
段
で
あ
っ
て
、
共
の

名
残
が
平
安
朝
末
期
鎌
倉
期
ま
で
も
中
流
以
下
な
ど
の
階
級
的

方
言
と
し
て
存
し
て
居
℃
、
実
が
今
昔
等
に
採
録
さ
れ
た
＠

と
見
て
お
ら
れ
る
が
あ
ま
り
に
も
想
像
に
走
っ
た
推
測
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
事
実
、
降
士
の
説
を
裏
づ
け
る
も
の
と
し
て
挙
げ
て

b
ら

れ
る
、
一
や
家
物
語
に
形
容
詞
の
連
体
形
が
連
用
形
的
に
用
い
ら
れ
た

門
誌
5
）

と
い
う
例
も
私
の
調
査
以
範
囲
で
は
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
万
葉

集
巻
五
・
八
一
五
番
白
歌
「
：
：
：
烏
梅
乎
乎
利
都
都
多
努
之
岐
乎
傍

米
」
の
「
多
努
之
岐
」
は
連
体
形
が
用
一
言
に
続
い
た
例
と
し
て
わ
ら

れ
る
が
、
こ
れ
は
準
体
言
と
し
て
問
題
な
い
所
で
あ
る
口
ま
た
、
形
容

詞
が
四
段
に
活
用
し
た
未
然
形
と
し
て
万
葉
集
巻
十
四
の
「
：
・
：
可

久
太
爾
毛
久
爾
乃
盟
側
可
婆
：
：
：
」
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
と
れ

も
東
歌
で
あ
っ
て
、
例
と
し
て
適
当
で
な
い
。

と
に
か
く
、
以
上
の
松
尾
博
士
の
説
は
、
「
如
ク
ナ
リ
」
の
成
立

事
情
の
考
え
方
に
誤
り
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
「
如
ク
ナ
リ
」
を

「
如
ク
」
に
「
ナ
リ
」
が
附
い
た
と
す
る
と
、
断
定
の
助
動
詞
「
ナ

リ
」
は
連
体
形
接
続
で
あ
る
か
ら
、
文
法
的
に
納
得
の
い
く
説
明
は

出
来
な
い
の
で
あ
る
。

内註
6）

「
如
ク
ナ
リ
」
は
橋
本
進
吉
博
士
の
苦
一
口
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
如
ク

＝
」
と
「
ア
リ
」
と
合
し
て
出
来
た
も
の
と
言
う
ぺ
き
で
、
今
仕
日
物

語
に
も
そ
D
成
立
事
情
を
思
わ
せ
る
に
充
分
な
「
如
ク
ニ
ゾ
有
ル
」

「
如
ク
ニ
非
ズ
」
「
如
ト
ク
＝
非
ズ
」
な

E
の
語
法
が
見
出
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

十
本
日
和
男
氏
門
司
「
如
グ
エ
」
は
「
如
と
の
副
詞
的
用
苧
伊
」
更

に
強
化
し
た
も
の
と
見
る
ぺ
き
で
、
漢
文
訓
読
上
に
発
生
し
た
も
の

で
は
な
い
と
い
う
乙
と
、
千
安
朝
以
後
は
「
如
ク
」
は
直
接
川
言
に

接
続
す
る
よ
り
も
「
ゴ
ト
ク
一
こ
の
形
で
連
用
接
続
す
る
傾
向
が
強

く
な
っ
た
と
と
を
述
ペ
、
「
如
ク
ナ
リ
」
は
国
交
調
の
「
如
ク
ニ
」

の
上
に
生
長
し
た
形
態
で
あ
る
と
云
っ
て
お
ら
れ
る
。
一
方
送
り
仮

名
に
よ
る
「
如
ク
＝
」
と
「
如
ク
」
と
の
差
は
、
後
者
が
数
量
的
に
遥
か

に
優
越
し
て
い
る
と
と
を
指
摘
し
、
純
粋
の
漢
文
訓
読
文
に
お
い
て

-13ー



は
「
如
ク
」
が
そ
の
基
本
形
で
あ
る
乙
と
に
な
る
か
ら
、
補
助
活
用

と
し
て
は
「
如
ク
ア
リ
」
の
形
を
と
る
乙
と
は
自
然
だ
と
し
て
、

要
す
る
に
、
ゴ
ト
シ
の
補
助
活
用
は
漢
文
訓
読
で
は
ゴ
ト
ク
ア

リ
ハ
ゴ
ト
カ
リ
）
の
カ
リ
活
用
系
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ゴ

ト
シ
は
多
分
に
形
容
詞
的
で
あ
る
。
然
じ
国
文
体
で
は
ゴ
ト
シ

は
ゴ
ト
ク
エ
ア
リ
（
ゴ
ト
ク
ナ
リ
）
を
以
っ
て
補
助
活
用
と
す

ろ
か
ら
ナ
リ
活
別
で
あ
り
、
副
詞
乃
至
は
形
容
動
詞
的
で
あ
る
。

ゴ
ト
ク
ナ
リ
が
ゴ
ト
シ
の
補
助
活
用
と
し
℃
一
般
に
認
め
ら
れ

℃
ゐ
る
の
は
、
国
文
調
と
し
て
通
用
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
り
、

ゴ
ト
カ
リ
が
認
め
ら
れ
℃
ゐ
な
い
の
は
、
漢
文
訓
読
に
お
い
て

は
そ
の
特
性
上
ゴ
ト
ク
ア
リ
の
形
が
そ
の
ま
L
に
原
市
警
保

ち
、
み
だ
り
に
ゴ
ト
カ
リ
の
如
、
き
融
合
形
を
一
不
さ
、
な
か
っ
た
為

で
あ
る
と
思
ふ
。

と
結
論
さ
れ
て
い
る
と
と
に
異
論
は
な
い
と
思
う
。

「
如
シ
」
と
い
う
語
の
特
殊
性
白
一
つ
が
漢
文
訓
読
調
？
と
国
文
調

の
位
相
の
も
と
に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
以
上
の
考
え
を

も
と
に
今
昔
物
語
の
「
如
ク
也
」
「
如
ク
有
リ
」
や
見
る
と
、
恐
六

か
ら
巻
十
ま
で
の
震
旦
部
を
除
い
て
「
如
ク
也
」
の
用
例
は
コ
一
十
五
例

（
中
一
例
如
ν
比
ク
也
が
あ
る
が
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
は
用
法
が
呉
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、

ζ

こ
で
は
て
九
省
く
）
あ
る
が
、
「
如
ク
ア
ワ
」
の

ア
ル

例
は
一
例
（
「
如
レ
此
ク
有
」
の
例
が
他
に
三
例
あ
り
、
「
如
レ
比

ク
ゾ
有
ケ
ル
」
「
如
ク
ナ
ム
有
ツ
ル
」
の
如
く
係
助
詞
を
は
さ
ん
だ
例

は
若
干
見
え
る
）
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
一
例
の
「
如

ク
有
リ
」
の
「
有
リ
」
は
も
と
よ
り
、
一
二
例
の
「
如
ν

此
ク
有
」
の

「
有
」
も
動
詞
的
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
っ
て
、
西
大
寺
本
余
光
明

最
勝
王
経
古
点
な
ど
に
は
「
如
ク
ア
ル
」
が
「
如
キ
」
と
同
じ
よ
う

に
用
い
ら
れ
た
例
は
あ
る
が
、
ぞ
は
り
訓
点
語
と
し
て
の
「
如
ク
ア

リ
」
は
一
般
に
と
の
よ
う
な
動
詞
的
性
格
ハ
が
幾
分
残
り
、
「
如
カ

リ
」
’
と
い
う
融
合
形
に
ま
で
踏
み
切
る
に
は
も
っ
と
広
汎
な
「
如
ク

ア
リ
」
の
川
法
が
必
要
で
る
っ
た
の
で
あ
ろ
う
Q

一
方
「
如
ク
也
」
の
旧
例
も
和
文
的
文
休
だ
と
い
う
巻
二
十
二
以

後
に
は
少
ノ
＼
む
し
ろ
訓
読
調
の
巻
十
一
か
ら
巻
二
ト
ま
で
に
比
較

的
多
く
見
ら
れ
る
。

以
上
の
乙
と
か
ら
考
え
る
に
、
今
昔
物
語
に
お
け
る
「
如
ク
ア

リ
」
は
「
如
シ
」
の
補
助
的
役
割
に
お
い
て
「
如
ク
ナ
リ
」
と
刈
立

す
る
に
は
あ
ま
り
に
弱
く
、
国
文
調
と
漢
文
調
の
位
相
の
も
と
で
は

「
如
シ
」
一
般
を
訓
点
訴
と
し
て
、
和
文
的
な
「
様
ナ
リ
」

E
対
立

C託
BJV

さ
せ
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
「
如
キ
也
」
「
如
シ
山
由
」
に
比
し
て
「
如
ク
也
」
が
主
に

よ
っ
て
数
量
の
差
乙
そ
あ
れ
全
巻
通
じ
て
川
い
ら
れ
て
い
る
点
は
、

「
如
ク
ナ
リ
」
の
広
い
用
訟
の
一
つ
の
現
わ
れ
で
あ
り
、
「
如
、
ン
」

と
い
う
訓
点
語
が
「
如
ク
ナ
リ
」
の
形
で
和
文
に
浸
入
し
て
行
っ
た

過
程
を
忠
わ
ぜ
る
。

最
後
に
「
如
ク
也
」
の
「
也
」
字
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

円
昨
日

9
u

春
日
和
男
氏
は
「
な
り
」
を
新
興
語
だ
と
言
い
‘
「
山
由
」
千
が

「
訓
と
し
て
の
「
ナ
リ
』
に
落
付
く
に
至
っ
た
の
は
和
漢
混
交
の
和
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文
の
発
達
に
よ
る
も
の
と
思
ば
れ
云
々
」
と
云
っ
て
お
ら
れ
る
が
、

と
の
「
如
ク
也
」
は
前
述
の
通
り
「
如
ク
一
一
・
ア
リ
」
が
融
合
し
た

も
の
で
、
「
如
ク
ナ
リ
」
の
「
ナ
リ
」
は
普
通
一
般
の
指
定
の
助
動

詞
「
ナ
リ
」
と
は
成
立
事
情
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
「
如

ク
也
」
は
「
也
」
字
の
訓
が
「
ナ
リ
」
に
落
着
い
た
時
、
「
如
ク
ナ

リ
」
の
成
立
事
情
ぞ
無
視
し
て
「
也
」
字
ぞ
あ
て
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

（

2
）
 

共
に
「
如
キ
也
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

（註

m一）

春
日
和
男
氏
は
「
ゴ
ト
キ
の
体
言
化
即
ち
準
体
弓
一
口
と
し
て
の
ゴ
ト

キ
に
指
定
の
助
動
詞
ナ
リ
の
接
続
し
た
形
が
ゴ
ト
キ
ナ
リ
で
あ
る
と

考
へ
る
と
と
は
無
理
で
は
な
い
と
忠
ふ
」
と
述
ぺ
、
つ
ま
り
、
「
如

キ
ナ
リ
」
は
純
漢
文
訓
読
の
上
に
起
っ
た
形
態
で
あ
る
と
論
断
し
て

お
ら
れ
る
。

そ
れ
を
実
証
す
る
確
実
な
例
と
し
て
、

故
に
深
／
＼
悪
厭
密
生
〈
じ
）
て
毒
を
飲
ミ
高
（
き
〉
と
こ
ろ
よ

り
墜
ツ
ル
が
等
キ
種
種
の
自
殺
を
ぜ
し
が
如
キ
な
り
。

食
の
白
（
ら
）
消
す
る
か
如
キ
な
り
。
（
以
上
成
実
論
巻
二
十

一
一
大
長
五
年
｜
｜
八
二
九
年
｜
｜
点
）

復
、
煩
悩
元
〈
き
）
を
以
（
て
）
の
故
に
心
に
自
在
ぞ
得
た
り

と
い
ふ
が
如
キ
な
り
〔
也
〕
（
法
華
義
疏
序
品
初
三
一
（
い
行
）

な
ど
が
あ
り
、
平
安
朝
以
後
の
指
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
搭
頭
を

思
う
時
、
「
如
キ
也
」
を
「
如
キ
ナ
リ
」
と
訓
む
こ
と
の
可
能
性
は

一
一
層
強
く
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
一
方
、
「
如
グ
ナ
リ
」
白
広
汎
な
活
躍
に
対
じ
て
「
如
キ

也
」
が
他
の
活
用
形
を
有
じ
な
い
と
と
を
忠
、
っ
と
、
「
如
キ
也
」
を

「
如
キ
ナ
リ
」
と
訓
ん
で
「
如
ク
也
」
「
如
キ
也
」
「
如
シ
也
」
の

混
乱
を
も
た
ら
す
ま
で
も
な
く
、
「
如
キ
也
」
は
「
如
キ
ゾ
」
と
訓

ん
で
は
ど
う
か
と
い
う
考
え
が
起
っ
て
く
る
。

と
と
で
少
し
指
定
の
「
ゾ
」
と
「
ナ
リ
」
に
つ
い
て
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
「
如
キ
ゾ
」
と
訓
ん
だ
場
合
の
「
ゾ
」
は
係
助
詞
「
ゾ
」
の
格
助

詞
的
用
法
と
い
う
と
と
に
な
る
が
、
「
ゾ
」
と
り
つ
訴
は
中
称
の
代

名
詞
「
ソ
」
か
ら
発
し
た
と
一
一
日
わ
れ
て
お
り
、
故
に
主
観
的
な
隙
述

能
力
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
乙
れ
に
対
し
、
「
ナ
リ
」
は
元
来

「
ニ
ア
リ
」
の
融
合
し
た
指
定
の
助
動
詞
と
佳
一
口
わ
れ
て
い
る
た
め
艇

め
℃
客
観
的
な
陳
述
能
力
し
か
持
ち
得
な
い
。
ま
た
、
「
ゾ
」
ば
文

献
以
前
よ
り
か
な
り
広
く
肘
い
ら
れ
て
い
た
に
相
速
な
く
、
上
代
に

あ
っ
て
は
陳
述
指
定
の
「
ゾ
」
は
「
ナ
リ
」
上
り
も
用
例
が
多
く
、

用
度
も
広
汎
で
あ
る
と
い
う
と
と
が
春
日
氏
に
よ
っ
て
実
証
ぎ
れ
て

w
d。
と
に
か
く
、
つ
ソ
」
と
「
ナ
リ
」
の
消
長
に
つ
い
て
は
森
日

氏
の
失
の
よ
う
な
論
に
言
い
つ
く
さ
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
参
考
に

さ
ぜ
て
い
た
だ
く
と
と
に
す
る
。

「
ぞ
」
は
元
来
体
言
を
白
巾
に
指
定
し
得
た
で
あ
ら
う
。
併
し

「
に
あ
り
」
阜
、
「
な
り
」
の
発
生
と
共
に
次
分
に
そ
の
指
定
性

が
限
定
さ
れ
、
遂
に
原
則
と
し
て
連
休
形
の
み
に
接
続
す
る
と
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一
＝
口
ふ
事
に
な
り
、
偶
K

と
れ
が
漢
文
の
訓
読
に
適
用
さ
れ
る

と
、
末
尾
の
「
也
」
の
置
字
に
関
興
し
て
「
ぞ
」
と
訓
ず
る
機

会
が
生
十
る
様
に
な
っ
た
も
の
で
、
そ
の
顕
著
な
場
合
ば
註
釈

文
に
お
い
て
で
あ
っ
た
と
一
言
ふ
と
と
に
な
る
。
さ
て
上
代
か
ら

中
古
に
移
る
ぞ
、
「
ぞ
」
の
用
途
が
極
度
に
限
定
さ
れ
て
、
新

興
語
「
な
り
」
が
屋
一
周
し
来
っ
た
事
は
既
に
述
ぺ
た
所
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
「
也
」
字
に
関
係
し
て
「
ぞ
」
よ
り
も
「
な
り
」

を
以
て
断
止
す
る
方
が
一
般
の
漢
文
で
は
有
力
に
な
っ
た
も
の

左
想
像
さ
れ
る
。
（
中
略
）
新
興
語
「
な
り
」
は
原
則
と
し
て

休
言
を
そ
の
ま
ま
承
接
し
て
と
れ
に
陳
述
力
を
付
与
す
る
所
謂

指
定
の
助
動
詞
で
あ
っ
て
、
連
休
形
を
そ
の
ま
ま
承
接
す
る
の

は
ぞ
L
後
に
起
こ
っ
た
変
則
で
あ
る
と
と
に
な
る
。
む
し
ろ
そ

の
様
な
場
合
に
は
「
ぞ
」
を
以
っ
て
す
る
方
が
正
し
か
っ
た
時

代
が
考
へ
ら
れ
る
。
上
代
に
お
い
て
連
体
形
承
接
の
「
な
り
」

に
確
実
な
例
が
な
い
の
は
こ
の
様
な
事
情
に
よ
る
の
で
あ
ら

う
。
の
み
な
ら
ず
「
ぞ
」
が
口
詩
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
な

り
」
は
一
般
漢
文
訓
読
、
乃
至
は
一
般
文
章
則
一
誌
と
し
て
極
め

て
別
途
が
広
く
な
り
、
子
安
朝
以
後
こ
の
傾
向
は
特
に
著
し
く

「
ぞ
」
は
僅
か
に
註
釈
文
の
中
に
古
風
な
面
影
を
残
す
に
至
つ

円
註
抱
〉

た
も
の
と
忠
は
れ
る
。

と
の
論
を
ふ
ま
え
て
私
の
推
論
を
も
う
少
じ
発
展
さ
せ
て
み
る
。

「
如
キ
也
」
の
例
は
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で
に
八
例
、
巻
十
一
か
ら

巻
十
七
ま
で
に
問
例
存
す
る
。

ζ

の
部
分
は
天
竺
及
び
本
朝
仏
法
部

で
、
古
い
仏
典
も
し
く
は
異
坊
の
仏
典
に
よ
っ
た
も
の
で
、
そ
と
に

現
わ
れ
る
「
如
キ
也
」
を
「
如
キ
ゾ
」
と
訓
ん
だ
場
合
、
「
ゾ
」
は

古
い
語
法
で
あ
る
と
い
う
論
に
副
う
も
白
で
あ
る
。

ま
た
、
前
八
例
の
中
七
例
ま
で
が
会
話
文
に
用
い
ら
れ
、
他
の
一

マ

ウ

デ

ク

ド

ク

fi－
－

l
i
l
l－
－

例
も
「
法
ヲ
聞
ム
ガ
為
詣
タ
ル
功
徳
如
此
キ
也
ト
ナ
ム
詩
リ
伝
ヘ
タ

ル
ト
也
」
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
会
話
的
気
分
の
箇
所
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
と
の
事
実
は
対
話
的
色
彩
が
強
い
と
い
う
「
ゾ
」
の
性
格

と
一
致
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

共
に
、
石
山
寺
旧
蔵
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
の
日
義
の
部
は
「
也
」
宇

に
関
し
て
「
ゾ
」
と
訓
ん
だ
例
の
頻
川
す
る
と
と
で
有
名
だ
と
い
わ

れ
る
が
、
天
暦
年
聞
の
施
点
で
比
較
的
新
し
い
に
も
拘
ら
ず
、

慢
者
玉
篇
易
也
軽
侮
也
か
ろ
ミ
ア
ナ
ヅ
ル
ゾ
也
、
時
五
倍
由
也

な
ク
ゾ
也
、

な
ど
連
体
形
接
続
の
「
ゾ
」
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
も
同
じ
法

華
玄
賛
に
は
、

ル

一

一

経
（
に
）
余
時
大
衆
中
乃
至
亦
得
此
法
到
於
浬
般
市
（
と
）
い

ふ
が
如
キ
ゾ
。

と
い
う
例
も
存
す
る
。
今
昔
物
語
よ
り
時
代
の
下
る
千
円
余
物
語
の
会

話
文
に
も
「
ゾ
」
で
指
定
し
た
語
法
は
多
い
。

以
上
の
事
か
ら
も
今
昔
物
語
の
「
如
キ
地
」
を
「
如
キ
ゾ
」
と
訓

ん
で
何
ら
抵
触
は
感
じ
な
い
の
で
あ
る
。
ー
、

こ
の
よ
う
に
二
者
が
可
能
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
前
掲
の
明

ら
か
に
「
如
キ
ナ
リ
」
と
訓
ん
だ
例
が
、
千
安
も
初
期
の
点
本
に
多

数
見
出
さ
れ
る
と
と
は
ゆ
る
が
ぜ
に
出
来
な
い
。
「
也
」
字
に
関
し
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J
V
恥

k
z
t
γ
1
勺

43c

E

C－
古
夕
、
七
フ
在
一
疋
ひ
・
祐
司
萌

μ器
官

て
「
ゾ
」
と
訓
ん
だ
例
も
と
と
で
は
比
重
が
軽
く
な
る
。

今
北
町
物
語
の
成
立
と
大
体
時
代
ぞ
同
巳
く
す
る
と
考
え
ら
れ
る

「
伊
丹
波
字
類
抄
」
「
類
索
名
義
紗
」
ぞ
見
る
と
、

也
ナ
リ
マ
タ
カ
ハ
ル
カ
ナ
リ
、
（
類
家
名
義
捗
）

也

ナ

リ

意

実

給

（

伊

目

波

字

類

抄

〉

と
あ
っ
て
「
也
」
字
は
「
ナ
リ
」
の
訓
に
落
着
い
て
い
た
と
忠
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

結
局
、
今
昔
物
語
の
「
如
キ
也
」
は
「
如
キ
ナ
リ
」
と
訓
む
ぺ
き

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
春
日
氏
の
言
わ
れ
る
「
ゾ
」
と
「
ナ
リ
」
の

消
長
在
考
慮
に
入
れ
る
と
古
く
は
当
然
「
如
キ
也
」
は
「
如
キ
ゾ
」

と
訓
ま
れ
た
も
白
で
あ
り
、
今
昔
物
語
が
そ
の
訓
訟
に
よ
っ
た
も
の

と
見
て
も
支
障
は
あ
る
ま
い
。
た
Y
、
「
ナ
リ
」
が
世
間
関
す
る
に
つ

れ
て
市
内
示
に
「
如
キ
ナ
リ
」
正
訓
ま
れ
る
様
に
な
り
、
乙
の
訓
が
同

定
し
て
行
っ
た
E
見
る
と
と
が
最
も
妥
当
な
考
え
だ
と
思
う
の
で
あ

ヲ
匂
。

〈

3
）

「
如
シ
也
」
の
用
例
は
巻
十
一
以
後
は
皆
無
で
、
巻
五
ま
で
に

は
、
巻
二
に
一
例
、
巻
五
に
一
例
存
す
る
他
は
各
刊
に
集
中
的
に
五

例
見
出
さ
れ
る
。

巻
二
の
す
廿
問
話
「
福
不
家
ズ
シ
テ
献
カ
大
王
ノ
宮
ノ
如
シ
也

ト
」
の
一
例
に
、
日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
合
物
話
集
」
で
は
「
如
シ

也
」
と
仮
名
を
ふ
っ
て
あ
る
。
と
れ
に
つ
い
て
頭
注
で
は
「
諸
本

『
如
ク
也
」
底
本
だ
け
「
如
シ
也
」
に
作
る
」
と
言
い
、
補
注
に

数
見
曲
さ
れ
る
と
と
は
ゆ
る
が
せ
に
出
来
な
い
。

「
也
」
字
に
関
し

「
「
也
』
は
漢
文
の
助
字
で
あ
る
か
ら
訓
読
に
お
け
る
不
読
文
字
と

考
え
る
と
と
も
一
笑
で
あ
九
う
が
（
中
略
）
他
に
も
明
か
に
終
止
形

か
ら
「
也
」
に
続
く
例
が
あ
る
の
で
、
な
お
ゴ
ト
シ
ナ
リ
と
い
う
一

語
法
の
仔
在
を
市
一
一
t

直
に
認
め
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
」
と
し

τ、
傍
叫
例

と
し
て
、
連
休
形
に
接
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
「
カ
」
が
終
止
形
に

続
く
例
が
若
干
見
え
る
事
実
々
あ
げ
て
い
る
。
じ
か
じ
そ
の
例
も
説

本
一
致
せ
ず
、
同
盟
九
同
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
’
刑
待
を
得
る
だ
け
の
明

確
な
傍
以
例
と
は
一
一
一
円
い
得
な
い
ο

私
は
む
し
ろ
「
也
」
字
を
不
読
の
助
字
？
と
し
た
方
が
素
直
で
あ
る

円註

M
U

よ
う
に
町
山
、
っ
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
春
日
氏
の
弐
の
よ
う
な
論
以
ド
を

考
え
合
ぜ
る
と
傾
け
る
と
と
と
思
う
U

即
ち
、

上
代
に
お
け
る
指
定
表
現
の
来
一
本
型
ば
係
町
討
「
ぞ
」
及
び
助

動
詞
「
な
り
」
に
よ
る
の
が
原
則
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
ル
－
述
べ

た
の
で
あ
る
が
、
と
の
他
に
恐
ら
く
更
に
原
始
的
な
夫
耽
訟
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
忠
ふ
。
本
店
然
指
定
常
を
省
い
亡
陳
述

の
形
式
が
な
い
例
を
見
る
。
（
中
略
）
と
の
様
な
砕
（
指
示
代

名
詞
か
ら
起
っ
た
前
述
の
「
ぞ
」
の
と
と
）
が
休
言
に
後
続
し

て
陳
述
性
会
付
与
し
、
指
定
表
現
を
形
成
す
る
事
白
内
が
そ
の

以
前
に
お
い
て
陳
述
辞
を
欠
如
し
た
表
現
が
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
ゐ
る
様
に
忠
ば
れ
る
。

と
い
う
の
で
あ
る
。
（
し
か
し
氏
は
「
如
シ
也
」
を
ゴ
ト
シ
ナ
リ
と

訓
ん
で
お
ら
れ
る
）

い
わ
ば
「
也
」
字
に
訓
を
与
え
な
い
指
定
訟
が
認
め
ら
れ
る
の
で



あ
っ
て
、
古
い
例
で
は
万
葉
集
に
、

朝
霧
乃
如
也
タ
霧
乃
如
也
。
（
巻
二
・
二
一
七
〉

と
い
う
用
字
法
が
あ
り
、
ま
た
、

大
道
智
勝
仏
D
十
六
王
子
の
法
花
を
説
き
た
ま
ふ
ト
請
ひ
た
て

ま
つ
る
が
刺
判
〔
也
〕
（
法
華
義
疏
長
保
点
序
品
初

u
l
ハ長

保
元
年

l
九
九
九

l
）
故
に
食
味
を
廻
変
す
る
が
ゴ
ト
シ
〔
也
〕

〈
同
じ
く
序
品
末
）

の
飢
相
官
や
す
る
乙
と
、
全
日
物
語
に
於
け
る
わ
ず
か
七
例
の
「
如
シ

也
」
が
古
い
仏
典
な
E
を
出
典
と
す
る
天
竺
の
部
に
限
っ
て
現
わ
れ

る
と
い
う
事
実
、

格
一
二
町
メ
一
秒
ツ
事
ヲ
侍
ア
本
ノ
国
－
一
軍
司
J

即
伏
木
ノ
州
列
剖
。

太
子
亦
、
本
ノ
国
＝
還
テ
国
依
ヲ
委
仲
シ
テ
、
国
ヲ
祢
ル
事
、

父
ノ
王
ノ
｜
｜
判
官
。
（
巻
五
・
七
話
）

と
い
う
よ
う
に
一
カ
所
に
「
如
ク
也
」
「
如
シ
也
」
が
同
時
に
用
い

ら
れ
て
い
る
事
実
ハ
同
じ
表
現
法
の
同
じ
く
言
い
切
っ
た
形
に
「
如

ク
ナ
リ
」
「
如
シ
ナ
”
よ
と
い
う
形
式
の
似
か
よ
っ
た
、
し
か
し
違

っ
た
諸
法
が
問
い
ら
れ
て
い
る
乙
と
は
表
記
者
の
無
頓
着
も
は
な
は

だ
し
い
も
の
で
、
む
し
ろ
「
如
シ
」
と
言
い
切
っ
た
形
と
見
た
方
が

自
然
で
あ
る
〉
な
ど
か
ら
考
え
て
、
「
如
シ
也
」
は
漢
文
の
影
響
を

直
接
受
け
た
古
い
語
法
で
、
「
也
」
字
は
不
読
の
助
字
だ
と
言
う
こ

と
が
出
来
よ
う
G

そ
の
恰
が
の
例
と
し
て
、

釈
迦
ハ
父
ノ
刺
判
我
ハ
母
ノ
刺
判
婆
婆
世
界
ノ
衆
生
ハ
赤
子
ノ

l
i
l
i
－

－

妥

当

如
シ
也
。
（
巻
六
・
才
十
五
話
）

が
あ
る
。

ζ

れ
は
同
じ
表
現
法
で
、
最
後
の
「
如
シ
」

て
「
也
」
字
を
置
い
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

に
助
字
と
し

一一一、

以
上
、
「
如
シ
」
と
い
う
語
の
特
異
性
の
一
面
を
今
昔
物
語
の

「
如
ク
也
」
「
如
キ
也
」
「
如
シ
也
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

要
す
る
に
、
「
如
ク
也
」
は
和
文
脈
を
足
場
と
し
て
発
展
し
た
「
如

シ
」
の
補
助
活
用
「
如
ク
ナ
リ
」
で
「
如
ク
＝
・
ア
リ
」
が
合
し
て

出
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
「
如
キ
也
」
は
「
也
」
字
の
訓
「
ゾ
」

と
「
ナ
明
」
の
消
長
を
考
え
る
と
「
如
キ
ゾ
」
と
訓
ま
れ
た
時
代
も

認
め
得
る
わ
け
で
、
今
昔
物
語
の
例
も
そ
れ
に
従
う
乙
と
勿
論
可
能

で
あ
る
が
‘
既
に
「
如
キ
ナ
リ
」
と
い
う
訓
に
孫
着
い
て
い
た
も
の

と
忠
わ
れ
る
。
故
に
「
如
キ
也
」
は
「
如
シ
」
の
連
体
形
に
助
動
詞

「
ナ
リ
」
が
附
い
た
ぬ
の
で
、
「
如
ク
ナ

p
」
と
は
異
質
の
語
法

で
あ
る
。
「
如
シ
也
」
は
従
来
「
如
シ
ナ
リ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る

が
、
何
と
し
て
も
不
自
然
で
、
む
し
ゐ
「
也
」
字
そ
置
字
と
見
た
方

が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
和
文
脈
に
成
長
し
た
「
如
ク
ナ
リ
」

に
対
し
て
、
「
如
キ
也
」
「
如
シ
也
」
は
漢
文
脈
の
影
轄
に
よ
る
語

法
だ
と
い
う
と
と
が
出
来
よ
う
。

し
か
し
‘
「
如
シ
」
の
具
例
は
他
に
も
見
ら
れ
、
更
に
広
汎
な
踏

官
官
の
上
に
立
た
な
け
れ
ば
容
易
に
解
決
出
来
な
い
問
題
で
あ
る
と
と

が
痛
感
さ
れ
る
共
才
で
あ
る
。

註峰
山
芹
明
氏
「
今
昔
物
語
の
文
体
に
つ
い
て
」

-18 -

1 

（
「
国
文
学
」
才



’
刻
シ
性

戸
出
匂
」
ノ
．
斗
A
1」
l
平
i
一一一日刷、、

2 

三
一
巻
才
十
一
号
）
同
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
変
体
漢
文
の
影

響
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
学
」
三
十
六
輯
〉
な
E
o

門
前
正
彦
氏
「
今
昔
物
語
の
文
章
お
ぼ
え
が
き

i
打
消
の
助
動

詞
連
体
形
に
つ
い
て

i
（
「
解
釈
」
昭
和
三
十
二
年
二
月
〉
が

あ
る
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
文
芸
と
思
想
」
才
十
八
号
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
福
岡
女
子

大
創
立
問
十
周
年
記
念
国
語
学
国
文
学
特
集
号
所
収
。

「
国
語
法
論
孜
」
六
一
二
頁
以
下
、

流
布
本
を
底
本
と
し
た
佐
伯
常
勝
校
詰
の
「
校
詰
平
家
物
語
」

に
よ
っ
た
。

「
新
文
典
別
記
」
二
間
三
頁

「
ゴ
ト
シ
と
い
ふ
語
の
形
態
と
位
相
1
今
昔
物
語
集
の
用
例
二

三
1
」
〈
「
文
芸
と
思
想
」
才
十
八
号
）

乙
の
方
面
か
ら
文
体
を
論
じ
た
も
の
に
、
堀
田
要
治
氏
の
「
如

シ
と
様
ナ
リ
と
か
ら
見
た
今
昔
物
語
の
文
章
」
（
「
国
一
古
川
と
国

文
学
」
才
十
八
巻
矛
十
号
）
が
あ
る
。

「
也
字
の
訓
に
つ
い
℃
」

i
「
ぞ
」
と
「
な
り
」
の
消
長
（
「
国

語
国
文
」
矛
二
十
四
巻
芳
二
号
〉

7
に
同
じ
。

9
に
同
じ
0

9
に
同
じ
。

古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
集
」
で
「
ゴ
ト
キ
ナ
リ
」
と
仮
名

を
ふ
つ
で
あ
る
の
は
校
注
者
が
つ
け
た
も
の
で
原
典
に
そ
う
あ

3 4 5 6 7 8 9 13 12 11 10 

14 

る
の
で
は
な
い
Q

「
指
定
表
現
の
様
式

i
発
生
過
程
よ
り
の
考
察

i
」

研
究
」
矛
五
十
柿
）

春
日
和
男
氏
の
「
ゴ
ト
シ
と
い
ふ
認
の
形
態
と
位
相
し
の
引
川

例
を
借
用
し
た
。

日
に
同
じ
。

（
「
文
学

1.5 16 

ん
γ

「
紫
式
部
日
記
」
紫
式
部
の
性
格
と
心
理
ケ

に
あ
ら
わ
れ
た
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白

土

リ

子

ノV

「
紫
式
部
日
記
』
は
、
摂
関
制
藤
原
政
権
の
極
盛
期
、
道
い
比
八
り

女
で
あ
る
中
官
彰
子
に
仕
え
た
紫
式
部
が
、
そ
の
符
仕
え
女
房
・
と
し

て
の
見
開
と
折
り
に
触
れ
て
の
感
想
を
し
る
し
た
断
片
的
な
記
録
で

あ
る
。
こ
の
日
記
ぞ
基
と
し
、
知
め
よ
り
記
事
の
区
分
に
通
し
許
号

（①

t
⑪
〉
を
つ
け
、
そ
れ
を
内
容
ご
と
に
五
つ
（
同

t
川
町
）
に
分

類
し
（
詳
細
な
分
類
内
訳
は
省
略
）
、
以
上
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
天
才
作
家
と
し
て
古
来
よ
り
世
人
に
崇
敬
さ
れ
て
き
た
紫
式

部
の
心
理
、
性
格
を
身
近
な
も
の
と
し
て
再
現
し
て
み
た
い
。
向
、

分
類
内
訳
を
簡
単
に
ま
と
め
共
に
掲
げ
る
。
底
本
は
油
田
亀
鍛
校
訂


